
浮遊性有孔虫からみた富士川中流地域の層序

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-06-21

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 植松, 征矢

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00025341URL



静i現地学第 66号 (1992)

浮遊性 らみた 11中流地域の層序

植松征矢*

はじめに

静関県中@東部から山梨県南部にかけての富士山流域には、新第三系が広く分布しており、この地

域の地質学的研究は、井上 (1934) 、大塚 (1939~1955) 、松田@水野 (1955) 、松田 (1955~1961)、

徳山(1971)等多くの人々によってなされている O

この地域の浮遊性有孔虫化石の研究については、身延以北の富士川上流地域において氏家 (1976)、

千地@紺田 (1978)、狩野@北里@鈴木 (1985)、尾田@秋元 (1987)等なされているが、身延以南に

ついては、茨木 (1981) など数が少ない。今呂、主として富士川中流地域の新第三系で採取された

した結果と、比較検討のためこの地域と連続する富士川上流地域

るOで)

なお、調査はまだ継続して

( 1961) に従うものとする O

していないのでこの地域の地層名については松田

この調杏にあたり、浮遊性有孔虫の鑑定について毎日指導と

試料の処理

として

O 
し3

った。

と研究助成金をいたがい

トリウム

についてはこの

いで処理し

を繰り返し

と るノレートにrdつ

採取し処理したが、変質していたり、硬かった

り、内部まで風化がすすんでいたりするものが

く、予期していた以上に有孔虫が採取でき

かったため、地愚の境界の時代についてはほと

んど決定できなかっ 1'-0 

結果と

問、出 はN11、竹の

10から 13の問、

しι 。

21-

をいただい

に躍く御礼申し上げる O

十 O 申書?

国 l

の下部がN16、



従って、出口凝灰質砂岩泥岩層と竹の にはさまれたびょうぶ、岩凝灰岩は、 11から N

にはさまれた上之平互層はN13から 14の関、波高

はN15かN16と推定される O 鷹取山火砕岩を噴出さ

あろう O

おまでの問、竹の島砂岩泥岩層と

と波木井互層にはさまれた

せた主な火山活動はN16から N17初期の

11中流地域

相又J11 ..船山J11 .. 11地域(富士川

船山瀧泉付近の

かった。この地域では

この地域では、

内船北部地域

はN9で、今までの見解と異なり、勝坂泥岩窟に対比されることがわ

の上に鷹取火砕岩N17初期が直接重なっているので、少なくとも

と鷹取火砕岩の関係は不整合である可能性がある O

内船駅の北、高田付近の林道には背斜構造が存在するが、その軸付近の互層はN9で勝坂泥岩層に

対比され、この林道の北方の互関はN9から N10であることがわかった。また、内船北東の泥岩と凝

灰質砂岩の互層はN 13~14 頃であることがわかった。

内船駅北東に分布する十島互層は、竹の に対比され、この地域では、 N9から

N 16ま

から

この地区での

ヵヨjつカ瓦つ 1'-0 

はN17 Bであっ 1'-0 

この地区の

よじされることになり、

しない。

寄焔火砕岩は、その

物であろう O

南部@富沢地区

11 

の口付近の

である

しているものと J思わiJ1.，るO

の

であり、

は、遅くとも N12から 16ま していること

17であった。また、

くとも N12であるということは、

11上流地域(松田 196]の北部)の富士川

の下部が西八代層群に対

始まりである N13と

16なの と同様N16から 17初期の関の噴出

はN16とN17であり、

はN10上部であり、

もある O

11沿いも同じである O しかし、釜

ではなくて船山温泉付近の久

天子ケ岳地区

ケ は南北性の向斜構造をなすが、 は 16からN17であり、南端の上稲子塩

はN14である O
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まとめ

まだ不明の点があるが、 の調査から富士山上流地域と連続する f[中流地域の をまとめ

てみたのが表 1である O

なお、大まかであるが、堆積時代の判明した地層を、その走向に沿っ・て延長してみたのが図 2であ

るO この図により、この地域に分布する新第三系は、園 3のように区分されそうである O
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